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Talnakite (Cu18-Fe16S32) グループに属するとされていたのに対し,今回の解析で,空間

群Pす3mの Sulvanite(Cu3VS4)型構造をし,かつCu,･Feイオンが完全に無秩序配列し

ていることが判明した｡またCu--Fe-Se系の(Cu-Fe)11Se2組成近傍の相関係も調べた｡

さらに Eskeborniteに正方晶の高圧相があり,この相はCu,_Feイオンの秩序配列の可能

性があること等も明らかになった｡低圧における相も高圧相もいずれも金属的な伝導性を有し

ている｡

26.低次元磁性体化合物における

加圧下の相転移

低次元磁性体化合物において,相互作用の弱

いところは結晶構造的に見ても弱いものが多い｡

そこで我々は,圧力をかけることにより磁気的

な次元性を制御出来るのではないかと考え,低

次元磁性体化合物についての加圧下(P<6kbar)

の実験を行なった｡加圧下の実験の第一歩とし

て我々は,_Fig.1のような圧力セルを製作し

た｡加圧法としてはクランプ法を用い,圧力は

Snの超伝導転移点の変化より決定した｡Sa-

mpleとしてはCoC12･6Ⅰも0を選んだ｡

CoCl2･6日20は1気圧において,比熱が2次

元 Ising の対数発散を示すと報告されている

ので,加圧することにより比熱に3次元的な特

徴が徐々に現われてくるものと期待出来る｡

FigU2は磁気比熱の圧力変化である｡ 加圧とと

もに反強磁性転移点は高温側に移動している｡

各圧力で転移点をうまく選ぶことにより2次元

Ising的な対数発散が得 られた｡転移点と庄
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大阪大学基礎工学部物性分野

力との関係はほぼ直線的でその傾きは,80mK/kbarである｡ 比熱全体の形については, 加圧

による変化は見られないが,転移点近傍において圧力による比熱のピークの roundingが観

測された｡次に帯磁率の磁場依存性の測定より各圧力での相図を決定した｡この相図より異方

性 field (HA),超交換相互作用 (I/k)の圧力依存性を求めると,HA-0･5+0･5P(KOe)

lJI/k-1.97+0.06P栂という結果が得られた｡結晶構造の圧力変化についてはX線回折
より得られた｡これによると面間の方が面内よりもよく縮まっており,静水圧によって応力分

布に対応したある程度予想出来る変形が与えられることが確かになった｡

27.-金属の誘電関数と相関エネルギー

井 口 和 基

多電子系の問題は,30年来の長い間にわたり議論されつづけている｡ 初期の1950年代に

は,いわゆる現代の多体系の量子論として高度に発展 した｡そして金属の誘電関数についての

有力な知識が得られた｡この時代の最良の収獲はRPA(Random PhaseApproximati-

on )とよばれる手法によって得られた誘電関数である｡アルカリ金属などの cohesiveen-

ergyの説明などにおいて良い結果を与えることができた｡ しかし理論的に考えて,RPAは

高密度に適切な近似であることが知られていて,実際の金属においては γS-2-6であり,

かなり低密度となっている｡ RPAでは γ ≦1が良い近似となる密度である｡ 1970年代にS

なって多くの実験が広いモーメンタムトランスファー領域にわたり為されるようになり,多く

の情報が得られた｡その結果動的構造因子の中間モーメンタム領域 (1･4kF< q<1･8kF )に,

極めて特徴的な2ピーク構造が存在することが発見された｡現代ではこの性質を予言する理論

も現われているが,物理的措像が措かれるにはまだ先の段階である｡ 私はこの論文で既知の理

論の概説を与え,その後に実験と理論についての現状を述べ,最後に私の観点からの定式化を

提出した｡ その主たる内容は中間モーメンタムトランスファー領域では,多電子系の波として

の性質と個別粒子としての性質の間に注意深い取扱いが必要であり,それを波と粒子の相互作

用の形に書き上げる｡ これはとりあえず Bohn-Pinesの方法に従った｡この結果,得られた

Hamiltonianに対する Green'sfunctionを,波 (プラズモン)と粒子 (電子 )に対して

それぞれ得ることができる｡そして,プラズモンと電子の相互作用によって生じるバーテック

ス部分をプラズモンと電子の相互作用によって置き換えることにした｡この近似は電子-フォ
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